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東京総合保健福祉センター江古田の森は「すべては利用者さんのために」の法人団是の下、高齢者福祉及び障害者福祉の地域の拠点として
「住み慣れた地域で生涯生き生きと暮らし続けられるため」に、地域の皆様や利用者、家族に「安心と安全」を提供します。設立理念
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●ケアハウス 江古田の森
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ケアハウス
“五月の節句”

　ケアハウスでは五月に入り鯉のぼりと兜を飾り付けました。
　「ちっちゃい鯉のぼりだけどかわいいね」「田舎では大きな鯉の
ぼり沢山上がっていたよ」と昔を懐かしんでいました。
　カメラ前では笑顔を見せてくれましたが、新型コロナウイルス
流行のため家族との面会制限等で淋しい日々が続いています。早
く治まって家族とふれ合い、笑顔がもっと増えて欲しいです。
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長
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

感
染
予
防
対
策
と
折
り
紙

今
回
ゆ
ず
り
は
で
は
、
鯉
の
ぼ
り
の

制
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

色
画
用
紙
を
切
っ
た
り
、
目
や
鱗
模
様

を
丁
寧
に
の
り
で
貼
り
つ
け
た
り
、
細
か

い
作
業
に
集
中
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
家
に
飾
る
用
に
、
自
分
で
作
っ

た
中
で
お
気
に
入
り
の
鯉
の
ぼ
り
を
一

つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
孫
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す

る
わ
ね
」「
5

月
の
季
節
を

感
じ
れ
る
わ

ね
」
と
喜
ば

れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
の
色
と
り
ど
り
の
鯉
は
、
ゆ

ず
り
は
玄
関
の
掲
示
板
に
飾
り
付
け
し

ま
し
た
の
で
通
り
か
か
る
際
に
は
是
非

足
を
止
め
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
江
古
田
の
森

季
節
の
折
り
紙

長
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
手
洗
い

や
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
手
す
り
の
除
菌
な

ど
感
染
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自

粛
緩
和
に
と
も
な
い
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
飛

沫
防
止
と
し
て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
致
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
た
利
用
者
さ
ん
か
ら
ど
の

よ
う
な
反
応
が
あ
る
の
か
少
し
不
安
で

し
た
が
、「
意
外

と
し
っ
か
り
し

て
い
る
ね
」「
こ

う
い
う
の
が
あ

る
と
安
心
で
き

る
わ
」
な
ど
好

評
の
声
が
聞
け

て
安
堵
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う

な
時
期
で
す
が
、
来
所
さ
れ
る
利
用
者
さ

ん
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
余
暇
活
動
と
し
て
、

折
り
紙
や
チ
ラ
シ
を
使
用
し
て
小
さ
い

ゴ
ミ
入
れ
な
ど
作
っ
て
頂
い
て
ま
す
。
良

い
機
会
な
の
で
、
ゴ
ミ
入
れ
以
外
に
も
色

ん
な
折
り
紙
を
教
わ
り
、
一
緒
に
創
作
す

る
喜
び
を
共
感
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

5
月
に
入
っ
て
か
ら
気
温
の
高
い

日
が
何
日
か
あ
り
、
最
高
気
温
が

30
℃
を
越
え
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
日
本
中
で
外
出
時

に
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の

為
ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
早
く
も
マ
ス
ク

着
用
で
「
例
年
以
上
に
熱
中
症
が
起

こ
る
の
で
は
。」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
や
外
出
自
粛
に
よ
る

巣
ご
も
り
生
活
で
今
年
は
特
に
熱
中

症
リ
ス
ク
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
運
動
不
足
に

よ
り
筋
肉
の
量
が
減
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
事
か
ら
、
筋
肉
に
た
め
込
む

水
分
量
が
少
な
く
な
り
い
つ
も
よ
り

脱
水
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
事

が
あ
る
様
で
す
。

ま
た
マ
ス
ク
を
長
時
間
付
け
て
い

る
と
、
マ
ス
ク
内
の
温
度
が
上
が
る

こ
と
で
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な

る
。
マ
ス
ク
を
外
し
て
は
い
け
な
い

と
思
い
か
ら
気
づ
か
な
い
う
ち
に
水

分
補
給
を
避
け
て
し
ま
う
と
い
う
思

い
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
脱
水
症
状

が
進
ん
で
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
の
予
防
対
策
と
し
て
運
動

面
で
は
室
内
で
の
軽
い
運
動
や
人
ご

み
を
避
け
た
散
歩
な
ど
を
比
較
的
涼

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
江
古
田
の

森
で
は
余
暇
時
間
に
折
り
紙
で
壁
面
製

作
を
利
用
者
さ
ん
数
名
で
行
う
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ

の
時
期
や
季
節
に

合
わ
せ
て
作
品
の

テ
ー
マ
を
決
め
て

作
品
を
完
成
さ
せ

て
い
ま
す
。
折
る

の
が
得
意
な
利
用

者
さ
ん
は
立
体
的

な
作
品
を
作
っ
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
ず
り
は

鯉
の
ぼ
り

く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
折
り
紙
は

誰
に
で
も
取
り
組
み
や
す
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
脳
の
活
性
化
や
リ
ハ
ビ
リ
効

果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い

る
あ
な
た
も
是
非
折
り
紙
を
手
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

し
い
今
の
時
期
か
ら
始
め
て
汗
を
か

く
練
習
を
し
、
発
汗
で
体
温
を
下
げ

ら
れ
る
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
事

が
大
切
で
す
。

ま
た
水
分
補
給
で
は
こ
ま
め
に
水

分
摂
取
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
経
口
補
水
液
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
お
り
、
喉
が
あ
ま
り
乾
か
な

い
人
や
ト
イ
レ
に
頻
繁
に
行
く
こ
と

を
気
に
し
て
水
分
摂
取
を
避
け
て
し

ま
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

経
口
補
水
液
は
少
量
で
効
率
よ
く
塩

分
補
給
が
出
来
ま
す
。

食
欲
が
な
く
3
食
き
ち
ん
と
食
べ

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
も
、
1
日

5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
経
口
補
水

液
を
1
時
間
く
ら
い
か
け
て
ゆ
っ
く

り
飲
む
事
で
、
水
分
と
塩
分
を
補
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
は
5
月
に
最
高
気

温
が
35
℃
を
越
え
る
猛
暑
日
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
だ
本
格
的
に
暑
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
油
断
せ
ず
に
、
夏
が
来

る
前
か
ら
し
っ
か
り
と
対
策
を
取
り

熱
中
症
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：
N
H
K
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、

毎
日
新
聞
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

今
か
ら
始
め
る
熱
中
症
対
策
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東京総合保健福祉センター江古田の森は、地球の環境保全並びに環境負荷軽減を、介護・福祉サービス活動において常に考慮し、顧客満足を維持しつつ、社会貢献していきます。
●環境問題関連を含む法令、その他の要求事項を遵守して、福祉サービスを提供します。
●医学的、教育的、心理的、社会的リハビリテーションを提供し、利用者の生活の質を向上させることで、自立と自己実現を目指します。
●利用者の自己決定と選択を尊重し、利用者の願いや思いを大切にし、利用者の気持ちに寄り添った支援をします。
●職員は、専門性の向上のために不断の努力をし、研修及び研鑽を積みます。
●介護・支援・福祉サービスにおける環境影響評価を適切に行ないます。
●より良い福祉サービスの実現と環境負荷の軽減のための施設目的・施設目標を設定するとともに定期的に見直しを行い、統合マネジメントシステムを継続的に改善していくことを
　通じで、福祉サービスの質の向上と環境パフォーマンスの向上を積極的に推進します。
●福祉サービスの提供にあたって、事故防止、感染防止、汚染防止に努め、施設環境の快適性を推進します。
●施設方針は、全職員に周知するとともにホームページ等を通じて一般に公表します。

施　設　方　針 平成29年1月1日

　緊急事態宣言が解除され、外出できる機会が増えて
くると思います。
　日常を少しずつ取り戻すために散歩を再開してみる・
ゲートボールなどの運動を再開する方も多くいると思
います。あれ？今までより疲れやすくなったかな？と
体力の衰えを感じる方も少なくないと思います。
　今回は、体力をアップするための運動の種類や注意
点をご紹介させて頂きます。
　体力作りと言っても激しい運動をする必要はありま
せん。日常生活の中に軽い運動を取り入れる事によっ
て、身体は丈夫になり、筋力やバランス能力・歩行能
力の改善を図る事が出来ます。ご自分の年齢や体調を
考えて無理のない運動を日常生活の中の一部として取
り入れることから始めることが重要です。
　どんな運動をしたらよいのか、紹介させて頂きます。

①ラジオ体操
　昔からある体操の1つなどでご存知の方も多いと思
います。自宅の中で出来る体操の1つですね。立ってや
るとふらついてしまうような方は座ったまま行って下
さい。
②ストレッチ
　体が縮こまってしまうと筋力も発揮しにくくなって
しまいます。手指からゆっくりと伸ばすようにして下
さい。気持ちが良い程度に伸ばし、20秒程度伸ばせる
と有効です。
③筋力トレーニング
　寝たままお尻を上げる・手すりに掴まりながらスク
ワットをする・かかと上げ・つま先上げ・座ったまま
膝を伸ばす等を行いましょう。ふらつく方は座ったま
までも構いません。10回を1～ 2セットを行い、筋肉
痛が起こらない程度にしてください。1日おき（週２
～ 3回）を目安に行うなどしてゆっくりとしたペース
で実施して下さい。

次に注意点です。
　運動することは身体機能の低下を防ぎ、肉体的にも
精神的にも良い影響を与えるので非常に重要です。し
かし、一歩間違えると怪我や事故に繋がる危険性もあ
るため、安全面にも由分に配慮した上で運動を行いま
しょう。
　ふらつくようであれば、無理をせず座ったまま体操
や運動・ストレッチを行うようにして下さい。

　また、軽い運動から初めて少しずつ負荷を上げてい
く事が大切です。軽い運動を定期的に行うことが最も
重要であり効果が得られる方法です。

　無理せず、少しずつ体力を取り戻し、自分らしい生
き生きとした生活を送れるようにしましょうね。

リハビリテーション科　理学療法士　石川　佳奈

「体力を取り戻そう！」

　新型コロナウイルスの影響により、予定されていた
公開セミナーを中止することとなりました。今後の公
開セミナーの開催については、決定次第ホームページ
などで順次お知らせさせていただきます。ご迷惑をお
かけして申し訳ありません。

　今回広報誌に掲載させて頂くS様は、江古田の森のデ
イサービスや老健をご利用されている方です。また在宅
復帰もされており、ご自宅と施設を行き来しながらリハビ
リに励んでいらっしゃいます。そんなS様のご長女様より
『ご家族の体験談』として幾つかお話を聞かせていただ
きました。
①初めて在宅復帰した際のお気持ち
　老健入所前は骨折が多く、入退院を繰り返しており、そ
れに脳出血も加わり寝たきりを覚悟していましたが、退
所し帰宅した母にびっくりしました。何事にも弱音を吐く
ことなく、自分から進んで取り組む姿に老健の皆様がど
れほど手を尽くして下さったか…有り難く涙がこぼれま
した。
②施設から在宅へ戻って不安に思ったこと・良かったこと
　車椅子を使っていますが、食事もトイレも自分で出来
ており特に不安なことはございません。認知症が少しず
つ進行していますので、その辺りに気を付けて接してい
ます。出来ることを大事に見守っていきたいと思います。
③江古田の森に希望することがあればご意見下さい
　目標に向けてのしっかりしたリハビリと職員の皆様の
細やかなご配慮に深く感謝しております。皆様のお力添
えのお陰で現在の母があると思います。これからもお手
数をおかけする事が多々あると思いますがよろしくお願
い致します。本当にありがとうございました。
　長年江古田の森の介護サービスをご利用頂いています
が、日常生活動作に大きな変化がなく、元気にリハビリを
頑張っていらっしゃる姿にいつも職員が元気を貰ってい
ます。体調不良等なく元気に過ごされているのは、ご家族
様のご協力があってこそだと思っております。これから在
宅復帰を考えていらっしゃる方のご参考にしていただけ
たらと思っております。今回は貴重なお話を聞かせて頂
き、ありがとうございました。

介護老人保健施設　介護士　田中

　感動体験、苦労体験、などなど当センターの利用体験談だけで
はなく、介護体験をした記事等も募集します。このコラムを通じ、
利用者や支援者の様々な「おもい」を共有できることで、悩んで
いる方の一助となれば幸いです。
引き続き江古田の森での体験談も募集しています。江古田の森
広報委員へお気軽にお持ちより下さい。

体験談募集！！体験談募集！！
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病院からのお知らせ
◯サーモグラフィーによる検温を開始しました。

　当院は5月◯日から、Ａ棟入口に体温検知用のサーモグラフィーを設置し、付き添いの方
も含むすべての来院者の検温を開始しております。サーモグラフィーの前に数秒間立つこと
で体温が検知されます。ご協力よろしくお願いします。

◯病院機能評価の認定を受けました
　当院は公益財団法人日本医療機能評価機構が実施している病院機能評価を昨年10月に受
審し、2020年4月3日付けで認定を受けました。
　病院機能評価とは、病院が組織的に医療を提供するための基本的な活動 (機能) が、適切
に実施されているかどうかを評価する仕組みです。
　今後も地域のみなさまにお役に立てるよう質の高い医療を目指してまいります。

■ 当院の理念
すべては患者さんのために

■ 個人情報保護について
　当院は、患者さんの個人情報について、正確か
つ最新の状態に保ち、患者さんの個人情報の漏洩、
紛失、破壊、改ざんまたは患者さんの個人情報へ
の不正なアクセスを防止することに努めます。

■ 患者さんの権利
１．人格が尊重され、最善の医療を公正に受ける権
　　利があります。
２．病状や医療行為について納得できるまで十分な
　　説明を受ける権利があります。
３．ご自身の選択に基づく医療を受ける権利があり
　　ます。
４．他の医師の意見（セカンドオピニオン）を受け
　　る権利があります。
５．ご自身の診療記録の開示を受ける権利がありま
　　す。
６．診療上得られた個人情報やプライバシーは保護
　　される権利があります。

ISO9001認証取得
当院は、質の高い医療を提供し、継続的に運用されている病院であると
第三者機関の審査を経て認証されました。

南東北グループ 医療法人財団  健貢会

総合東京病院総 合 東 京 病 院

●午前受付　午前8時～午前11時30分　（診療開始 午前9時～）
●午後受付　午後12時30分～午後3時　（診療開始 午後1時～）

外来時間  （月～土曜日、祝日は除く）

外来診療予約専用ダイヤル

03－3387－5545
受付時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日除く）

ホームページはこちら

■ 患者さんの責務
１．適切な医療を受けるため、自らの健康状態等、 
　　必要とされる情報を可能な限り正確に医療提供
　　者に伝えていただきます。
２．医師から十分な情報と説明を受けた上で、診断・
　　治療方針について、自らの意思を明らかにして
　　いただきます。
３．治療に必要な指示を守っていただきます。
４．病院の快適な療養環境の維持に協力していただ
　　きます。
＊ 暴言・暴力や迷惑行為、および器物破損行為を禁
　 止します。
＊ 診療を阻害するような迷惑行為などがあった場

合、患者さんおよびご家族の意思に関わらず、退
去していただくことがあります。
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いうほら穴があり、鼻から吸った空気がそ
こに出入りすることできれいな環境を保ち
ます。

鼻閉の原因と悪影響
　鼻中隔が曲がっていたり、下鼻甲介が腫
れていたり、アレルギー性鼻炎で鼻粘膜が
腫れたり鼻茸（ポリープ）ができたりする
と鼻がつまります。最初に書いたとおり、
残念ながら私はこれらすべてを持っていま
す。そして、それらによって奥にある副鼻
腔が密閉空間となると、中の環境が悪化し
て細菌やカビが繁殖しやすくなります。こ
れが副鼻腔炎、いわゆる「ちくのう症」と
いうものです（図2）。慢性副鼻腔炎の主な
症状は、鼻づまりや頭重感・頭痛、だるさ
や集中力がなくなる、黄色い鼻水や粘り気
のある鼻水が鼻や鼻の奥から出る、臭覚異
常などです。
　鼻づまりによって副鼻腔炎になりやすい
以外にも、いびきをかく、歯並びが悪くな
る、しまりの悪い顔になるなど、悪影響は
様々です。

特   集 鼻づまりを放っておかない ～あらゆる鼻閉は手術で治せる～

鼻閉の治療
　鼻閉治療のスタンダードが、曲がった鼻
中隔をまっすぐにしたり、肥厚した下鼻甲
介をスマートに直したりする「鼻中隔矯正
術」と「粘膜下下鼻甲介骨切除術」です。
狭い部分を物理的に広げることができ、鼻
の通りが驚くほど良くなります。皆さまに
大変喜ばれる手術です（図3）。

花粉症の手術治療
　アレルギー反応を起こしている数本の後
鼻神経を部分的に切断することで鼻汁や鼻
閉を改善させることができます（図4）。内
服治療では効果が薄い場合に適応になる

「後鼻神経切断術」は、現時点で可能な唯
一の永続的な根本治療です。これらの手術
は当院で可能ですので、お困りの方はぜひ
一度ご相談ください。

図1：鼻の構造

図2：鼻中隔弯曲(←)に起因する副鼻腔炎(＊)

図3：鼻閉（左図）と手術によって改善した状態（右図）

嗅神経

後鼻神経
アレルギーを誘発する神経

下鼻甲介

中鼻甲介

図4：アレルギーを誘発する神経
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PET- CTがんドック予約受付中PET- CTがんドック予約受付中

PET-CT装置 詳しくは、予防医学室へ 受付時間／月～土（日・祝除く）
AM 9：00 ～ PM 5：00☎03‒3387‒5462

優待料金 88,000円（税込）
「PET-CTがんドック」※総合東京病院の来院申込者

※「脳検査」を追加の場合は、110,000円（税込）になります。

通常料金 110,000 円
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がつまり易くなります。特に夜寝てい
る時など、急に両鼻がつまって死ぬか
もしれないとパニックになることがあ
ります。また、昔から風邪をひいたと
きに、やたらどろどろした黄色い鼻水
と目の奥や頬の痛みにたびたび苦しん
できたことを思い出しました。たまた
ま別件で撮影したCTでその原因が鼻中
隔弯曲と鼻茸であることが分かりまし
た。

鼻の構造
　鼻は鼻中隔で左右に分けられ、それ
ぞれの中に上・中・下鼻甲介という大
きなヒダがあります（図1）。さらに外
側に副鼻腔（上顎洞や前頭洞など）と

　私が耳鼻咽喉科医師になったばかり
の頃、日本人の約2割がスギ花粉症だと
いわれていました。増加の一途といわ
れつつも自身は花粉症ではなかったた
め、他人事のように感じており、それ
ほど興味も持たずに研修をスタートし
ました。ところが、その年度終わりの3
月に鼻と目に異変を感じました。そう、
スギ花粉症になってしまったのです。

日本人は鼻がつまりやすい
　現在、日本全体では約4割、東京では
半分近くの人がスギ花粉症患者さんで
す（表1）。スギ以外の植物やダニやハ
ウスダストにまで広げると、約6割の日
本人がアレルギー性鼻炎を持っている
ことになります。花粉の時期、私は鼻

特   集

耳鼻咽喉科　部長

大塚　邦憲
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表1：東京都の地域別スギ花粉症推定有病率
※「花粉症一口メモ 平成30年版（東京都健康安全研　究セ
　  ンター）」10ページのグラフを引用

80%

60%

40%

20%

0%

■昭和58～62年度　■平成8年度　■平成18年度　■平成28年度

【調査対象区市及び都内のスギ花粉症推定有病率】
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※各回の調査では有病判定の基準や推計方法に一部変更点があるため、推定有病率の変化を単純に比較する
　ことはできない。


